
■ ファシリテーターからの説明の要旨 

 

前回までのふりかえりと 

今回のねらいについて 

 

● 前回までのふりかえり 

第 1 回合同分科会以降、1 回分科会を開催したところもあれば 2 回、3 回と開催したと

ころもあるということで、回数も違うところがありますがどんな感じで進められているで

しょうか。 

また、欠席をされていてもその分科会が何をしたのか共有できているでしょうか。 

まだ分科会が始まって間もない訳ですが、職員としてどう関わるべきか、分科会の進行

をこんなふうに進めた方がよいのではないかと感じている方も多々いると伺っています。 

 

 

● 今回のねらい 

今日は、平成 14 年度第 2 回の環境まちづくり研究会ということで、ざっくばらんに分

科会が現在どのように進められているのかをお互いの分科会で知り合うこと、現段階で課

題になっていることは何かなどを皆さんと一緒に出し合って、同じような問題を抱えてい

るところがあれば、その課題に対してどのように分科会を進めていく中で持ち帰り、よい

方向に進めていけばよいのかといった提案会になればよいと思っています。 

 

今日のねらいは 3 つあります。 

1 つ目は、市民と市職員が共働して進めていく意義はどこにあるのかということを再度

確認したいと思います。 

2 つ目は、各分科会内で進み具合を共有することと、6 つの分科会どおしでお互いの進

み具合を確認するという 2 つのことを行います。 

3 つ目は、分科会活動の海内と解決に向けての方策検討です。 

 

 

 

 

 



Ｈ14 年度の流れの確認、7/20 までの 

作業目標と進め方について（㈱SEE 川合） 

 

● 平成１４年度の計画づくりの方法（修正版） 

平成 14 年度は、大きく 3 期に分けて進めています。 

第 1 期で方針を立て、第 2 期で方針に沿った具体的な活動や活動を周りに広げていく、

第 3 期でそれらをまとめていく作業といった区分です。 

 

現在は第 1 期で、今年 5月の第 1 回全体会において 6 つのテーマごとの分科会を決めて

分かれ、これから分科会を進めていくためのルールなども決めてきました。 

そして、分科会を進めていくための方針立てをするため、現在、ワークシート①、②、

③をつくる作業をしてもらっています。特に、第 1 回合同分科会では、ワークシート②、

③にある、自分たちが「検討・議論したいこと」は何かをリストアップした上で、優先順

位を付ける作業をしてきました。 

 

これから各分科会で検討・議論していく上で、現場を見ないとわからないことや話しを

聞いてみないとわからないことが出てくると思います。そうしたことについて、それぞれ

「調査・学習したいこと」を現在検討してもらっていると思います。 

そうした自分たちの「何をやっていくのか」という方針を立てた上で、7 月以降に現場

を見に行ったり話しを聞きに行くことによって、より内容を深めていこうという段階に移

っていこうとしています。 

 

第 3 期では、「調査・学習したこと」を具体的な事業提案や施策につなげていき、「こう

いうまちにしていきたい」ことをまとめていく段階になります。 

なお、今年度の最終的な目標である「中間報告書」は、もう少しレベルを下げた「中間

報告書（素案）」にしようと思います。これは、自分たちの活動、検討・議論してきたこと

を一旦まとめることが大切だということで、こうしたゴールを設けています。 

 

 

 

 

 

 



● 第２回全体会（7/20）までの作業目標及び具体的進め方 

このような全体の流れの中で、当面、7月 20 日までにやるべき作業を説明します。 

6 月 8 日第 1 回合同分科会の際に、皆さんにはワークシート②、③について検討しても

らいました。 

 

今は、各分科会で検討したことと、他分科会からの提案を含めた上で、再度検討しても

らっています。 

6 月 30 日がワークシート①～③の締切りとなっているので、その段階までで完成した第

2 次案というのが 7月 20 日にできてきます。 

 

今後は、7 月 1 日に運営委員会を開き、分科会ごとの作業状況を共有するなどした上で、

7月 20 日の第 2 回全体会で、各分科会の活動計画の発表や平成 14 年度全体の活動計画を

事務局から発表します。その他、これからの活動展開としての多少のアドバイスもしてい

きたいと思っています。また、最終的にまとめていく計画の構成や内容のイメージについ

て、事例を出してお示ししたいと思っています。 

 

こうしたふりかえりは事あるごとに行って、全体の流れややるべきことを確認していき

たいと思います。 


